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平成２３年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」  

食・農林水産分野産学コンソーシアムの進捗状況  【報告】  
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「産学連携による高度アグリビジネス人材育成プロジェクト」 

高崎経済大学 

実施委員会で議論された課題 

課題 

「器」に関すること 
•事業継続期間 
•期間終了後の体制等 

「群馬県」に関する
こと 
•農学部のない農業県 
•消費地に近いため素材
で捌けてしまう 

•観光等との結びつきが
弱い 

「中身」に関するこ
と 
•対象者の範囲 
•資格の有益性 

補助金が途切れたら立
ち行かなくなるようなこ
とに意味はあるのか？ 

様々な連携（学校種間、
産業界、広域連携等）
よって乗り越えることは

できるか？ 

農業者にすべてを望む
ことは現実的でない。
農業を支援する人材の
養成が必要ではない

か？ 

これらの課題をどのように克服していけばいいのか？ 
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今年度の主な取り組み 

③群馬版食農コ
ンソーシアムの
組織化に向けて 
＊モデル･カリキュラ
ム基準等の作成 

①現場の人材ニーズ
を把握 

農業者等調査 
• 6次化した農業者 
•農業関連企業 

②食農分野で先行す
る産学コンソーシア
ムの実態 
•カリキュラム等の特徴 
•産学コンソーシアムの運
営手法 

実施委員会で出された課題をもとに、上記調査を実施。群馬版食農コンソーシアム
の組織化に向け、モデル･カリキュラム基準等を作成。 

【①現場の人材ニーズ】 

食農分野で必要とされている能力 

【5億未満】 

6次化した農家 

【10億円以上】 

企業化した農家 

【70億円程度】 

農業関連企業 

 労働力の適正配分
（家族経営を中心に、
パートを雇用） 

 衛生管理 
 生産部門と加工･販

売部門の分社化 
 商品開発 
 販路開拓 等 

 6次化のねらい（費用の

大部分を占める加工、物
流費を自己完結化する
ことで収益を高める） 

 自立歩行型農業への転
換 

 農業生産法人だが、実
態は商社のようなもの 

 農業資材、農産物直売
所等が事業の柱 

 将来的には、加工にも進
出したいが、ここの人材
やノウハウが足りない。 

 出荷者の高齢化が進み、
担い手確保が必要。 

 地場では調達･開発でき
ない商品がある等 

 経営マインド 
 オリジナルを生み出

す能力 
 時代を見通す力… 

 異業種と会話できるこ
と（ビジネスの知識
等） 

 リアリティのあるビジ
ネスモデルの学習 

 ベンチマーキング 
 年代別の人材戦略の

必要性 

 1次に長けた人材が
必要。2次、3次は後
付けできる 

 地域農業との信頼と
協働によるビジネス
展開 

売上げの大きさに比例して、人材ニーズが変化する（後継者に求めること→従業員
に求めること）。「ビジネス農業」の展開に必要な能力の育成が必要。 
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【②食農分野の産学コンソーシアム】 

3つのカテゴリーに分類 
（①農業者育成系、②6次産業系、③食品関連事業者育成系） 

東京農業大学（2/14） 
オホーツクものづくり・ビジ
ネス地域創成塾（JST） 
資格：オホーツクものづくり
マイスター 

金沢大学（2/7） 
能登里山マイスター 

 
 

岩手大学（1/31） 
いわてアグリフロンティアス
クール（社会人の学び直し） 
資格：アグリ管理士 
 

やまがた６次産業ビジネス
スクール（1/30） 
資格：なし 
 

山梨大学（2/1） 
資格：ワイン科学士 
 

信州大学（2/8） 
ながのブブランド郷土食 

 
 

高知大学（2/9） 
資格：土佐フードビジネスク
リエイター 

 
 

COLPU・龍谷大学（12/5） 
 
同志社大学（1/12） 
社会人の学び直し 
資格：食農政策士 
 

凡例 
青：農業者育成系 
黄：６次産業系 
赤：食品企業系 

佐賀大学（2/20） 
農業技術経営管理士 

 
 

【産学コンソーシアムの運営手法等について】 
 地域連携協定締結の必要性 
 事業終了後、大学や大学院へのコース設置。資金

は大学と行政が負担。（受講料収入だけでは運営で
きない） 

 修了者のコミュニティを作り、交流を活性化する 
 プログラム等を広域連携することは考えていない 

【教育プログラムについて】 
 課題研究（卒論）を課すところが殆どだが、プランニ

ングをして補助事業の申請書を書けるようにするとこ
ろもある。 

 ターゲットを絞り込みすぎると、受講生が集まらない。 
 間口を広げ、異業種からの受講生を多く受け入れる

ことによって、異業種間交流が進む。 
 現状では、資格が社会的に意味を持つまでには至っ

ていない（取り組みが浅いため）。 

より大きな動きを生み出すためには食農分野のプログラムを幅広く集め、優れたとこ
ろは共有化し、不足する部分は補い合うような広域連携体制が必要。 

【③群馬版食農コンソーシアム】 

食農分野におけるモデル･カリキュラム基準等
のポイント（検討状況） 

学習者が学
びやすいプ
ログラム・シ

ステム 

プログラムのユニット
化 
•段階的、断続的に学べるよ
うな仕組み 

•ビジネスに必要な能力を段
階的に学べる 

•産業界を巻き込んだプログ
ラム 

群馬の問題解決 
•農家民泊プログラム 
•商品開発と開発商品の販路
確保 

•異業種交流値とイノベーショ
ン 

連携による学び 
•学校種の枠を超えて連携 
•内閣府「食の6次産業化プロ
デューサー」との連動性確
保 

•広域連携体制 

 食農分野のキャリ
ア･パスを提案でき
るような体系 

 群馬の食と農に関
する問題を解決する
ためのプログラムを
開発していく 

 資格等を通じて、広
域的に学べる体制
についても検討 
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「
成
長
分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人
材
養
成
の
戦
略
的
推
進
」
事
業

 
モ
デ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

 （
食

・
農

林
水
産
分
野
）
 

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
知
識
・
技
術
・
能

力
を
、
学
校
種
を
超
え
た
教
育
機
関
・
産
業
界
・
広
域
連
携
組
織
等
の
枠
組
み
の
中
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
習
得

 
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
学
習
者
が
学

び
や
す
い
よ
う
に
、
コ
ー
ス
別
、
ユ
ニ
ッ
ト
別
に
受
講
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
す
る
。
内
閣
府
が
進
め
る
キ
ャ
リ
ア
段
位

 
制
度
「
食
の

6次
産
業
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
と
連
動
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
高
み
を
目
指
す
学
習
者
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
す
る
。
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習

者
 

Le
ve

l 
（
内

閣
府
の
キ
ャ
リ
ア
段
位

制
度
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対
応
関
係
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B
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）
 

St
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（
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A
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U
ni

t 
U

ni
t1

 
U

ni
t2

 
U

ni
t3

 
U

ni
t4

 
U

ni
t5

 
U

ni
t6

 

養
成
す
る
能
力

 
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
 

現
場
を
感
じ
、
現
実

を
知
る

 
外
の
世
界
を
知
り
、

参
入
す
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
見
つ
け
る

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創

出
 

商
品
・
流
通
・
経
営
シ

ス
テ
ム
の
開
発

 
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
＆
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

 
テ
ス
ト
・
反
省
・
改
善

 

課
題
解
決
実
践
演
習

 

【
例
１
】
 
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

 

【
例
２
】
 
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ
ト

 

【
例
３
】
 
農
業
政
策
ユ
ニ
ッ
ト

 

【
例
４
】
 
地
域
づ
く
り
ユ
ニ
ッ
ト

 

【
例
５
】
 
知
的
財
産
ユ
ニ
ッ
ト

 

【
例
６
】
 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
ユ
ニ
ッ
ト

 

群
馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス

 

【
フ
ィ
ー
ル
ド
】
 

群
馬
の
食
と
農
を
知

る
（
郷
土
食
、
伝
統

芸
能
、
農
業
構
造

等
）
 

【
行
政
】
 

群
馬
、
日
本
、
世
界

の
食
と
農
を
知
る

（
広
い
視
野
か
ら
群

馬
の
食
と
農
を
位
置

付
け
る
）
 

【
行
政
】
 

群
馬
の
食
と
農
に
関

す
る
人
や
組
織
を
知

る
（
仕
組
み
、
活
用

法
、
課
題
等
）
 

【
農
協
】
 

群
馬
を
代
表
す
る
ブ

ラ
ン
ド
農
産
物
や
食

品
の
裏
側
を
理
解
す

る
 

【
大
学
】
 

群
馬
の
ブ
ラ
ン
ド
力

ア
ッ
プ
に
向
け
て

 

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
プ
ロ
セ
ス
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
コ
ー
ス

 

【
高
校
・
農
林
大
学

校
】
 

農
作
物
の
栽
培
（
商

業
ベ
ー
ス
の
栽
培
技

術
）
 

【
短
大
】
 

食
の
ト
レ
ン
ド
を
知
る

（
安
全
・
安
心
、
機
能

性
食
品
、
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
）
 

【
短
大
・
広
域
連
携
】
 

食
と
農
に
関
わ
る
業

種
を
理
解
す
る
（
農

産
物
や
食
品
の
流

通
構
造
等
）
 

【
広
域
連
携
機
関
】
 

生
産
か
ら
消
費
ま
で

を
知
る
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
・

プ
ロ
セ
ス
・
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
）
 

【
広
域
連
携
機
関
】
 

商
業
ベ
ー
ス
に
乗
せ

る
た
め
に
必
要
な
こ

と
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

 

【
農
林
大
学
校
】
 

農
業
経
営
の
実
態
を

知
る
（
年
間
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
と
作
業
）
 

【
大
学
】
 

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

（
競
合
他
社
、
産
地

か
ら
学
ぶ
）
 

【
農
林
大
学
校
】
 

起
業
家
マ
イ
ン
ド
を

学
ぶ
（
お
金
を
稼
ぐ

＝
人
助
け
）
 

【
専
門
学
校
】
 

チ
ー
ム
を
作
る
（
役

割
、
雇
用
、
仕
組
み
、

任
せ
る
）
 

【
大
学
】
 

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
多
角

化
（
安
定
成
長
、
持

続
的
成
長
）
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス

 

【
高
校
】
 

売
る
こ
と
の
難
し
さ
を

知
る
（
売
れ
な
い
商

品
に
は
理
由
が
あ

る
）
 

【
専
門
学
校
】
 

様
々
な
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
知
る
（
お
客
様

の
悩
み
、
欲
を
知

る
。
）
 

【
農
協
】
 

販
路
を
開
拓
す
る

（
お
客
が
集
ま
る
場

所
、
人
脈
等
）
 

【
大
学
】
 

商
品
開
発
の
メ
ソ
ッ

ド
を
学
ぶ
（
企
業
の

商
品
開
発
手
法
等
）
 

【
大
学
】
 

見
込
み
客
を
集
め
続

け
る
仕
組
み
を
考
え

る
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

 

【
フ
ィ
ー
ル
ド
】
 

地
域
に
溶
け
込
む

（
挨
拶
、
マ
ナ
ー
、
地

域
の
役
割
）
 

【
高
校
】
 

他
者
を
理
解
す
る

（
異
業
種
と
の
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
な

る
）
 

【
大
学
】
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

（
つ
な
が
る
、
結
び
つ

け
る
）
 

 

【
専
門
学
校
】
 

文
章
や
図
表
で
伝
え

る
（
資
料
作
成
、
コ

ピ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）
 

【
短
大
】
 

人
前
で
話
す
、
伝
え

る
、
動
か
す
（
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

「
ぐ
ん
ま
食
農
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
案

）
 

【
資
格
授
与
の
要
件
】 

 


5つ
の

コ
ー
ス
を
修

了
し
、
か

つ
課

題
解

決
実

践
演

習
を
修

了
し
た
者

に
は

、
食

農
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

評
価

委
員

会
か

ら
「
ぐ
ん
ま
食

農
マ
イ

ス
タ
ー
」
資

格
を
授

与
さ
れ

る
。

 


各
コ
ー
ス
の

修
了

者
に
は

、
コ
ー

ス
修

了
証

明
書

を
授

与
 

（
例

：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

の
U

ni
t1
か

ら
5ま

で
修

了
す
る
と
、

「
ぐ
ん
ま
食

農
マ
イ
ス
タ
ー
」
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
修

了
証

明
書

が
授

与
さ
れ

る
）
 


時

間
数

は
12

0時
間

程
度

を
想

定
（
1コ

マ
3時

間
程

度
）
 


単

位
に
つ
い
て
は

、
履

修
証

明
を

活
用

す
る
。

 
 

群
馬
県
が
抱
え
る
食

と
農

の
問
題
つ
い
て
、
学

習
者

と
関
係
者
が
互
い
に
学

び
合
い
、
協
力
し
な
が

ら
解

決
策
を
模
索
す
る
た
め
の

コ
ー
ス
。

 

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
必

要
と

さ
れ
る
ス
キ
ル
を
段

階
別

に
習
得
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
た
、
４
つ
の
基

礎
コ
ー

ス
。

 

下
記
の
５
コ
ー
ス
で
学

ん
だ
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
、

特
定
の
課
題
解

決
に
向

け
て
実
践
す
る
演

習
。

 

ユ
ニ
ッ
ト
の
並
び
は

、
ビ
ジ

ネ
ス
の
順
番
に
対

応
。
各

ユ
ニ
ッ
ト
で
養
成

す
る
能

力
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

各
段

階
で
必
要
と
さ
れ
る
中

核
的
な
能
力
。

 

食
農

 
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

 

授
与 修

了
者

 

「
ぐ
ん
ま
食

農
マ
イ
ス
タ
ー
」
 

資
格

授
与

 

６
次

産
業

化
や

農
商

工
連

携
等

に
対

応
可

能
な
中

核
的

専
門

人
材

を
養
成
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